
10

20

JP 7657253 B2 2025.4.4

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7657253号

(P7657253)
(24)登録日　令和7年3月27日(2025.3.27)(45)発行日　令和7年4月4日(2025.4.4)

(54)【発明の名称】　ガスケット

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｊ 15/10 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｊ 15/10 　　　Ｑ 　　　
　Ｆ１６Ｊ 15/10 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-43943(P2023-43943)
(22)出願日　 令和5年3月20日(2023.3.20)
(62)分割の表示　 特願2021-554081(P2021-554081 

)の分割
原出願日　 令和2年7月30日(2020.7.30)

(65)公開番号　 特開2023-75322(P2023-75322A)
(43)公開日　 令和5年5月30日(2023.5.30)

審査請求日　 令和5年7月28日(2023.7.28)
(31)優先権主張番号　特願2019-191731(P2019-191731)
(32)優先日　 令和1年10月21日(2019.10.21)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000004385
ＮＯＫ株式会社
東京都港区芝大門１丁目１２番１５号

(74)代理人　 110001254
弁理士法人光陽国際特許事務所

(74)代理人　 100088616
弁理士　渡邉  一平

(74)代理人　 100154829
弁理士　小池  成

(74)代理人　 100132403
弁理士　永岡  儀雄

(74)代理人　 100217102
弁理士　冨永  憲一郎

(74)代理人　 100189289
弁理士　北尾  拓洋

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 面 状 の 内 周 面 を 持 つ ハ ウ ジ ン グ と 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ れ た  
軸 部 材 と の 間 の 環 状 隙 間 に 前 記 軸 部 材 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ て 挿 入 さ れ る ガ ス ケ ッ  
ト で あ っ て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ る 円 筒 状 の 本 体 部 で あ っ て 、  
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 内 周 面 に 接 触 す る 前 記 本 体 部 の 外 周 接 触 面 の 全 体 に 渡 っ て 前 記 軸 部  
材 の 軸 線 か ら 前 記 外 周 接 触 面 ま で の 径 方 向 の 距 離 が 一 定 と な っ て い る 本 体 部 と 、
　 前 記 本 体 部 の 内 部 に 埋 設 さ れ 、 前 記 本 体 部 を 補 強 し て 支 持 す る 補 強 環 と 、
　 前 記 本 体 部 の 内 周 面 か ら 延 び て 前 記 軸 部 材 の 外 周 面 に 当 接 す る シ ー ル 部 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 シ ー ル 部 は 、 前 記 本 体 部 の 前 記 内 周 面 に お け る 、 前 記 シ ー ル 部 よ り 挿 入 方 向 に つ い  
て 前 方 の 部 位 で あ る 前 方 内 周 面 部 と 、 前 記 シ ー ル 部 よ り 前 記 挿 入 方 向 に つ い て 後 方 の 部 位  
で あ る 後 方 内 周 面 部 と の 間 の 、 前 記 挿 入 方 向 の 中 間 の 部 位 に て 周 方 向 の 全 体 に 亘 っ て 延 び  
且 つ 前 記 径 方 向 の 内 側 に 突 出 し た 突 条 で あ っ て 、 前 記 軸 部 材 の 前 記 外 周 面 に 当 接 す る 部 分  
で あ る 頂 部 か ら 前 記 前 方 内 周 面 部 お よ び 前 記 後 方 内 周 面 部 に ま で 延 び る 、 前 記 径 方 向 に 対  
し て 互 い に 反 対 側 に 傾 斜 す る ２ つ の 傾 斜 面 を 前 記 頂 部 の 両 側 に 有 し 、 該 ２ つ の 傾 斜 面 の 間  
の 前 記 挿 入 方 向 に 沿 っ た 厚 さ が 前 記 頂 部 か ら 前 記 径 方 向 外 側 に 向 か う に つ れ て 増 し て い く  
突 条 か ら な り 、
　 前 記 補 強 環 は 、 前 記 本 体 部 に お け る 前 記 挿 入 方 向 に つ い て の 後 端 面 と 先 端 面 と の 間 に 延  

請求項の数　5　（全15頁）
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び る 円 筒 状 の 円 筒 部 と 、 該 円 筒 部 に お け る 前 記 本 体 部 の 前 記 先 端 面 側 の 端 部 か ら 径 方 向 内  
側 に 向 か っ て 延 び る フ ラ ン ジ 状 の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 と を 備 え て お り 、
　 前 記 ガ ス ケ ッ ト は 、 周 方 向 の 全 体 に 亘 っ て 延 び 且 つ 前 記 本 体 部 の 前 記 内 周 面 か ら 斜 め に  
延 び て 前 記 軸 部 材 の 外 周 面 に 先 端 部 が 接 触 す る リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 で あ っ て 、 前 記 径  
方 向 に 対 し て 互 い に 同 一 側 に 傾 斜 す る ２ つ の 傾 斜 面 を 前 記 先 端 部 の 両 側 に 有 し 、 該 ２ つ の  
傾 斜 面 の 間 の 前 記 挿 入 方 向 に 沿 っ た 厚 さ が 前 記 先 端 部 か ら 前 記 径 方 向 外 側 に 向 か う に つ れ  
て 増 し て い く リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 を 含 ま な い も の で あ り 、
前 記 突 条 の 突 出 方 向 に つ い て の 該 突 条 の 最 先 端 部 を 通 り 、 前 記 軸 部 材 に 垂 直 な 前 記 ガ ス ケ  
ッ ト の 断 面 は 、 前 記 最 先 端 部 か ら 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ る 前 記 本 体 部 の 前 記 外 周 接  
触 面 ま で の 全 領 域 に わ た っ て 前 記 本 体 部 、 前 記 シ ー ル 部 、 お よ び 前 記 補 強 環 の 断 面 に よ っ  
て 連 続 的 に 満 た さ れ て お り 、 空 （ か ら ） の 空 間 の 断 面 を 含 ま な い も の で あ る 、
　 ガ ス ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 部 の 前 記 後 端 面 に は 、 環 状 の 溝 部 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス ケ  
ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 本 体 部 の 前 記 内 周 面 に お け る 前 記 シ ー ル 部 よ り 前 記 挿 入 方 向 に つ い て 後 方 の 部 分 で  
あ る 後 方 内 周 面 部 は 、 前 記 本 体 部 の 前 記 内 周 面 に お け る 前 記 シ ー ル 部 よ り 前 記 挿 入 方 向 に  
つ い て 前 方 の 部 位 で あ る 前 方 内 周 面 部 に 対 し て 、 径 方 向 の 外 側 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の ガ ス ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ー ル 部 の 頂 部 は 、 前 記 軸 部 材 の 前 記 外 周 面 に 対 し て 平 行 に 伸 び 且 つ 平 坦 な 面 か ら  
な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ ー ル 部 の 頂 部 は 、 前 記 軸 部 材 の 前 記 外 周 面 に 対 し て 平 行 に 伸 び 且 つ 平 坦 な 面 か ら  
な り 、
　 前 記 本 体 部 の 前 記 内 周 面 に お け る 前 記 シ ー ル 部 よ り 前 記 挿 入 方 向 に つ い て 、 後 方 の 部 分  
で あ る 後 方 内 周 面 部 及 び 前 方 の 部 分 で あ る 前 方 内 周 面 部 は 、 互 い に 平 行 に 伸 び 且 つ 前 記 軸  
部 材 の 前 記 外 周 面 に 対 し て 平 行 な 円 筒 面 で あ っ て 、 前 記 後 方 内 周 面 部 は 前 記 前 方 内 周 面 部  
よ り も 相 対 的 に 大 径 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス ケ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ジ ン グ と ハ ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ る 軸 部 材 と の 間 の 環 状 隙 間 を 密 封 す る  
ガ ス ケ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス ケ ッ ト は 、 互 い に 相 対 移 動 せ ず に 静 止 し た 二 つ の 部 材 の 間 の 隙 間 を 密 封 す る シ ー ル  
部 品 と し て 自 動 車 な ど の 様 々 な 分 野 の 機 械 に 装 着 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、  
第 ２ 部 材 （ 以 下 、 ハ ウ ジ ン グ と 言 う ） と ハ ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ た 第 １ 部 材 （ 以 下 、 軸 部  
材 と 言 う ） と の 間 の 環 状 隙 間 に 挿 入 さ れ た ガ ス ケ ッ ト が 開 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な ガ ス  
ケ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ に お け る 軸 部 材 が 挿 入 さ れ る 部 分 の 内 周 面 と 軸 部 材 の 外 周 面 と に 密  
着 す る こ と に よ っ て 密 封 機 能 を 発 揮 す る も の で あ り 、 内 外 径 シ ー ル と も 呼 ば れ て い る 。 そ  
し て 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ガ ス ケ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の ガ ス ケ  
ッ ト 本 体 部 （ 以 下 、 本 体 部 と 言 う ） と 、 本 体 部 の 内 周 面 か ら 延 び て 軸 部 材 の 外 周 面 に 接 触  
す る 環 状 リ ッ プ 部 （ 以 下 、 シ ー ル 部 と 言 う ） と を 有 し て い る 。 こ の シ ー ル 部 は 、 本 体 部 の  
内 周 面 に 接 続 す る 基 端 部 と 軸 部 材 の 外 周 面 に 接 触 す る 先 端 部 と を 有 し 、 基 端 部 か ら 先 端 部  
に 向 か う ほ ど 縮 径 さ れ た テ ー パ ー 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 部 は 軸 部 材 の 外 周 面  
に 対 し て そ れ ぞ れ 概 ね 同 一 方 向 に 傾 斜 し た 内 側 の 傾 斜 面 と 外 側 の 傾 斜 面 と を 有 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ３ ２ ０ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 内 外 径 シ ー ル タ イ プ の ガ ス ケ ッ ト は 、 軸 部 材 の  
外 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 が 全 体 と し て テ ー パ ー 筒 状 に 形 成 さ れ た い わ ゆ る リ ッ プ タ イ プ  
で 構 成 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ と 軸 部 材 と の 間 の 環 状 隙 間 へ の 挿 入 の 際 に 変 形 し 易 い 構 造  
を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 こ の ガ ス ケ ッ ト が 環 状 隙 間 へ 挿 入 さ れ て 組 付 け ら れ る （ 装 着  
さ れ る ） と 、 例 え ば シ ー ル 部 が 意 図 し な い 形 状 に 変 形 し 、 そ の 結 果 、 シ ー ル 部 （ 例 え ば シ  
ー ル 部 の 頂 部 ） が 意 図 す る シ ー ル 面 に 位 置 せ ず に シ ー ル 面 か ら 脱 落 す る お そ れ が あ る 。 そ  
の 結 果 、 例 え ば 組 付 け 後 の ガ ス ケ ッ ト が 意 図 し な い 形 状 に 変 形 し て い た 場 合 に は 、 作 業 者  
等 は 組 付 け 作 業 を や り 直 す 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ガ ス ケ ッ ト で  
は 、 環 状 隙 間 へ の 組 付 け 作 業 に お け る シ ー ル 部 の 意 図 す る シ ー ル 面 か ら の 脱 落 を 防 止 す る  
た め の 工 夫 が 求 め ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 環 状 隙 間 に 容 易 に 組 付 け ら れ る こ と が 可 能 な ガ ス ケ ッ ト を 提 供 す る  
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に よ る と 、 ハ ウ ジ ン グ と ハ ウ ジ ン グ 内 に 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ れ た 軸  
部 材 と の 間 の 環 状 隙 間 に 軸 部 材 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ て 挿 入 さ れ る ガ ス ケ ッ ト が 提  
供 さ れ る 。 こ の ガ ス ケ ッ ト は 、 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ て ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ る 筒 状 の 本  
体 部 と 、 本 体 部 の 内 周 面 か ら 延 び て 軸 部 材 の 外 周 面 に 当 接 す る シ ー ル 部 と 、 を 含 ん で い る  
。 シ ー ル 部 は 、 本 体 部 の 内 周 面 に お け る 挿 入 方 向 の 中 間 の 部 位 に て 周 方 向 の 全 体 に 亘 っ て  
延 び 且 つ 径 方 向 の 内 側 に 突 出 し た 突 条 か ら な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 に よ れ ば 、 環 状 隙 間 に 容 易 に 組 付 け ら れ る こ と が 可 能 な ガ ス ケ ッ ト を 提  
供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る ガ ス ケ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 組 付 け 前 及 び 組 付 け 後 の 状 態 を 説 明 す る た め の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 参 考 の ガ ス ケ ッ ト （ 参 考 ガ ス ケ ッ ト ） の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 別 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 ガ ス ケ ッ ト の 更 に 別 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 変 形 例 の 特 徴 と 図 ７ の 変 形 例 の 特 徴 の 双 方 を 備 え た ガ ス ケ ッ ト を 説 明 す る  
た め の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 溝 部 を 有 す る ガ ス ケ ッ ト を 説 明 す る た め 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に お け る ガ ス ケ ッ ト １ の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は ガ ス ケ ッ ト １ の 部 分 拡  
大 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 装 着 対 象 の 機 械 の 一 部 が 二 点  
鎖 線 で 示 さ れ て お り 、 図 の 簡 略 化 の た め ガ ス ケ ッ ト １ は 装 着 前 （ つ ま り 、 弾 性 変 形 前 ） の  
状 態 で 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 ［ ガ ス ケ ッ ト の 概 要 と 装 着 対 象 ］
　 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 自 動 車 、 自 動 二 輪 車 、 一 般 産 業 機 械 と い っ た 様 々 な 機 械 に お い て 、 互  
い に 相 対 移 動 せ ず に 静 止 し た 二 つ の 部 材 （ １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ ） の 間 の 環 状 隙 間 Ｇ に 装 着 さ れ  
、 上 記 機 械 内 の 流 体 の 流 出 を 防 止 す る た め に 用 い ら れ る も の で あ る 。 二 つ の 部 材 と は 、 ハ  
ウ ジ ン グ １ ０ ０ と 軸 部 材 ２ ０ ０ で あ る 。 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ に は 、 円 形 断 面 を 有 し  
た 軸 孔 １ ０ １ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 軸 孔 １ ０ １ に 円 柱 状 の 軸 部 材 ２ ０ ０ が 挿 入 さ れ て い  
る 。 ガ ス ケ ッ ト １ の 装 着 対 象 の 機 械 の 一 例 と し て は 、 自 動 車 の Ｃ Ｖ Ｔ （ Ｃ ｏ ｎ ｔ ｉ ｎ ｕ ｏ  
ｕ ｓ ｌ ｙ   Ｖ ａ ｒ ｉ ａ ｂ ｌ ｅ   Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｍ ｉ ｓ ｓ ｉ ｏ ｎ ） 用 の オ イ ル ポ ン プ が 挙 げ ら れ る  
。 こ の オ イ ル ポ ン プ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ と 軸 部 材 ２ ０ ０ と を 有 し 、 軸 孔 １ ０ １ と 軸 部 材 ２  
０ ０ と の 間 に 、 環 状 隙 間 Ｇ が 設 け ら れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ 及 び 軸 部 材 ２ ０ ０ は 、 軸  
部 材 ２ ０ ０ の 軸 線 Ｘ の 延 伸 方 向 及 び 軸 線 Ｘ 回 り の 回 転 方 向 に つ い て 互 い に 相 対 移 動 せ ず に  
静 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ 内 に 少 な く と も 一  
部 が 挿 入 さ れ た 軸 部 材 ２ ０ ０ と の 間 の 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ る も の で あ り 、 い わ ゆ る 内 外  
径 シ ー ル タ イ プ の シ ー ル 部 品 で あ る 。 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ て 上 記 機 械 に  
装 着 さ れ る こ と に よ り 、 上 記 機 械 の 内 部 空 間 Ｓ １ が 画 成 さ れ て い る 。 こ の 内 部 空 間 Ｓ １ は  
、 ガ ス ケ ッ ト １ の 密 封 対 象 で あ る 流 体 （ 本 実 施 形 態 で は オ イ ル ） が 存 在 す る 領 域 に 連 通 し  
て お り 、 ガ ス ケ ッ ト １ に よ っ て 大 気 領 域 Ｓ ２ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 内 部 空 間 Ｓ １ 内 の 圧 力 は 、 Ｃ Ｖ Ｔ の 作 動 時 な ど に は 大 気 領 域 Ｓ ２ の 圧 力 よ り 高 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ に お け る 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 側 の 開 口 を 含 む 部 分 が 示 さ れ て  
お り 、 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 一 端 面 １ ０ ２ に 開 口 し て い る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 こ の 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 側 の 部 分 （ つ ま り 、 軸 孔 １ ０ １ に お け る ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の  
一 端 面 １ ０ ２ 側 の 部 分 ） に 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 部 が 位 置 し て お り 、 軸 部 材 ２ ０ ０ は そ の  
軸 線 Ｘ を 軸 孔 １ ０ １ の 孔 中 心 に 概 ね 合 わ せ て 軸 孔 １ ０ １ に 挿 入 さ れ て い る 。 特 に 限 定 さ れ  
る も の で は な い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 部 は 小 径 部 ２ ０ １ と 小 径 部 ２ ０  
１ よ り 軸 部 材 ２ ０ ０ の 他 端 部 側 に 位 置 し 且 つ 小 径 部 ２ ０ １ の 外 径 よ り 大 き い 外 径 を 有 し た  
大 径 部 ２ ０ ２ と を 有 し 、 段 付 き 状 に 形 成 さ れ て い る 。 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 先 端  
面 （ つ ま り 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 面 ） は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 一 端 面 １ ０ ２ よ り 僅 か に 内 部  
空 間 Ｓ １ 側 に 位 置 し て い る 。 そ し て 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 大 径 部 ２ ０ ２ の 外 径 は 、 軸 孔 １ ０ １  
の 内 径 よ り 僅 か に 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ と 軸 部 材 ２ ０ ０ と の 間 の 環 状 隙 間 Ｇ は 、 ハ ウ ジ ン グ  
１ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 に お け る 一 端 面 １ ０ ２ 側 の 部 分 と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 部 に お  
け る 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 、  
こ の 環 状 隙 間 Ｇ に 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ て 挿 入 さ れ る 。 つ ま り 、 ガ ス  
ケ ッ ト １ の 環 状 隙 間 Ｇ へ の 挿 入 方 向 Ｖ １ は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 軸 線 Ｘ と 平 行 で あ る 。 そ し て  
、 ガ ス ケ ッ ト １ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 先 端 側 の 端 面 （ 後 述 す る 本 体 部 １ ０ の 先  
端 面 １ １ 及 び 補 強 環 ３ ０ の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ の 端 面 ３ ２ ａ ） は 軸 部 材 ２ ０ ０ の 大 径 部  
２ ０ ２ に お け る 小 径 部 ２ ０ １ 側 の 円 環 状 端 面 ２ ０ ３ に 対 向 し 、 ガ ス ケ ッ ト １ に お け る 挿 入  
方 向 Ｖ １ に つ い て の 後 側 の 端 面 （ 後 述 す る 本 体 部 １ ０ の 後 端 面 １ ２ ） は 円 環 状 端 面 ２ ０ ３  
と 反 対 側 に 向 い て い る 。 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０  
０ の 一 端 面 １ ０ ２ に お け る 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 側 の 開 口 か ら な る 挿 入 口 を 介 し て ハ ウ ジ ン グ  
１ ０ ０ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 よ り 詳 し く は 、 ガ ス ケ ッ ト  
１ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 一 端 面 １ ０ ２ に お け る 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 側 の 開 口 か ら な る 上 記 挿  
入 口 か ら 挿 入 さ れ 、 そ の 後 、 こ の 状 態 で 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ が ガ ス ケ ッ ト １ に  
お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 先 端 側 （ 後 述 す る 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ 側 及 び 補 強 環 ３  
０ の 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ の 端 面 ３ ２ ａ 側 ） か ら ガ ス ケ ッ ト １ 内 に 挿 入 さ れ る 。 そ の 結 果  
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、 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ た 状 態 に な っ て い る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 、  
ガ ス ケ ッ ト １ の 挿 入 方 向 Ｖ １ と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 方 向 Ｖ ２ が 互 い に 逆 向 き で あ る 。 換 言  
す る と 、 ガ ス ケ ッ ト １ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ 内 に 大 気 側 か ら 挿 入 さ れ 、 軸 部 材  
２ ０ ０ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ 内 に 機 内 側 か ら 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ［ ガ ス ケ ッ ト の 概 略 構 成 ］
　 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 筒 状 の 本 体 部 １ ０ と シ ー ル 部 ２ ０ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 本 体 部  
１ ０ と シ ー ル 部 ２ ０ は 、 一 体 に 成 形 さ れ て お り 、 弾 性 材 か ら な る も の で あ る 。 弾 性 材 と し  
て は 、 ゴ ム 又 は 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー と い っ た 材 料 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 体 部 １ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ 内 に 挿 入 さ れ て ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ に 固 定 さ れ る 部 分 で  
あ り 、 概 ね 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 先 端 側 の 端 面 で あ る 先 端 面 １ １ （ 換 言 す る  
と 、 最 先 に 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ る 端 面 ） 、 及 び 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ  
い て の 後 側 の 端 面 で あ る 後 端 面 １ ２ は 、 互 い に 平 行 で 且 つ 軸 線 Ｘ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に  
延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 大 径 部 ２ ０ ２ の 円 環 状 端 面 ２ ０ ３ に 対 向 し  
て お り 、 平 坦 な 円 環 状 の 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 環 状  
隙 間 Ｇ へ の 挿 入 深 さ （ 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 一 端 面 １ ０ ２ と 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １  
１ と の 間 の 軸 線 Ｘ の 延 伸 方 向 の 距 離 ） は 、 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ と 大 径 部 ２ ０ ２ の 円 環  
状 端 面 ２ ０ ３ と の 間 に 隙 間 が 空 く よ う に 設 定 さ れ て い る 。 前 述 し た 内 部 空 間 Ｓ １ は 、 先 端  
面 １ １ と 円 環 状 端 面 ２ ０ ３ と 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面  
２ ０ １ ａ と に よ り 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 体 部 １ ０ の 後 端 面 １ ２ は 、 円 環 状 端 面 ２ ０ ３ と 反 対 側 に 向 い て お り 、 平 坦 な 円 環 状 の  
面 と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 体 部 １ ０ の 外 周 面 １ ３ は 軸 線 Ｘ と 平 行 に 延 び る 円 筒 面 か ら な り 、 本 体 部 １ ０ の 外 径 は  
軸 孔 １ ０ １ の 内 径 よ り 僅 か に 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ  
れ た 状 態 で 、 本 体 部 １ ０ は 弾 性 変 形 し そ の 外 周 面 １ ３ が 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 に 密 着 す る 。  
そ の 結 果 、 本 体 部 １ ０ が ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に は 、 後 述 す る よ う に シ ー ル 部 ２ ０ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 本  
体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る シ ー ル 部 ２ ０ の 突 設 領 域 を 除 く 部 分 の 内 径 は 、 軸 部 材 ２ ０  
０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 外 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ か ら 延 び て 軸 部 材 ２ ０ ０ （ 本 実 施 形 態 で は 小  
径 部 ２ ０ １ ） の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 当 接 す る 部 分 で あ る 。 つ ま り 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２  
０ １ ａ が シ ー ル 面 で あ る 。 な お 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 形 成 位 置 及 び 形 状 に つ い て は 、 後 に 詳 述  
す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 シ ー ル 部 ２ ０ は 弾 性 変 形 し て そ の 先 端  
部 （ 後 述 す る シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ ） を 含 む 部 分 が 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 密  
着 す る と 共 に 、 前 述 し た よ う に 本 体 部 １ ０ の 外 周 面 １ ３ が 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 に 密 着 す る  
。 こ の よ う に し て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 （ 換 言 す る と ハ ウ ジ ン グ １ ０  
０ の 内 周 面 ） と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ と の 間 の 環 状 隙 間 Ｇ を 密 封  
す る い わ ゆ る 内 外 径 シ ー ル タ イ プ の ガ ス ケ ッ ト １ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 部 １ ０ と シ ー ル 部 ２ ０ と の 一 体 成 形 品 の 内 部 に は 、 補 強 環 ３ ０ が  
埋 設 さ れ て い る 。 補 強 環 ３ ０ は 、 主 に 本 体 部 １ ０ を 補 強 し て 支 持 す る 部 材 で あ り 、 本 体 部  
１ ０ 内 に 位 置 し て い る 。 換 言 す る と 、 本 体 部 １ ０ は 概 ね 補 強 環 ３ ０ に 沿 っ て 延 び 補 強 環 ３  
０ の 表 面 に 接 着 さ れ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 補 強 環 ３ ０ は 、 例 え ば 、 金 属 材 か ら な り 、 プ  
レ ス 加 工 に よ っ て 成 形 さ れ て い る 。 金 属 材 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 や Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ や Ｓ Ｐ Ｈ Ｃ  
と い っ た 板 状 の 材 料 群 の 中 か ら 選 択 し た 所 定 の 材 料 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 補 強 環 ３ ０ は 、 例 え ば 概 ね Ｌ 字 状 断 面 を 有 し て 軸 線 Ｘ 回 り に 環 状 に 成 形 さ れ て い る 。 補  
強 環 ３ ０ は 円 筒 部 ３ １ と 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ と を 含 み 、 こ れ ら の 部 位 （ ３ １ 、 ３ ２ ） が  
一 体 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 円 筒 部 ３ １ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 本 体 部 １ ０ の 外 周 面 １ ３ と 内 周 面 １ ４ と の 間  
で 、 且 つ 、 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ と 後 端 面 １ ２ の 外 側 端 面 部 １ ２ ａ と の 間 に 位 置 し て い  
る 。 詳 し く は 、 円 筒 部 ３ １ は 、 本 体 部 １ ０ 内 に お い て 外 周 面 １ ３ 側 に 寄 せ た 位 置 に 設 け ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ は 、 円 筒 部 ３ １ に お け る 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ 側 の 端 部 か ら 本  
体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ の 手 前 ま で 概 ね 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 延 び る フ ラ ン ジ 状 （ 円 環 状 ）  
の 部 分 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ に お け る 厚 み 方 向 に つ い て 本 体 部  
１ ０ の 先 端 面 １ １ 側 の 端 面 ３ ２ ａ は 、 例 え ば 、 内 部 空 間 Ｓ １ に 露 出 し て い る 。 そ し て 、 内  
向 き フ ラ ン ジ 部 ３ ２ の 端 面 ３ ２ ａ は 、 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ と 協 働 し て ガ ス ケ ッ ト １ に  
お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 先 端 側 の 端 面 を 構 成 し て い る 。 な お 、 フ ラ ン ジ 部 ３ ２ の 先  
端 面 １ １ 側 の 端 面 ３ ２ ａ は 内 部 空 間 Ｓ １ に 露 出 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ［ ガ ス ケ ッ ト の 詳 細 構 造 ］
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お け る ガ ス ケ ッ ト １ の 詳 細 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ の 中 間 の 部 位 に て 周 方  
向 全 体 に 亘 っ て 延 び 且 つ 径 方 向 の 内 側 に 突 出 し た 突 条 か ら な る 。 「 突 条 」 と は 、 平 坦 な 面  
か ら 隆 起 し て 細 長 く 伸 び る 中 実 の 部 分 で あ り 、 い わ ゆ る ビ ー ド で あ る 。 つ ま り 、 突 条 か ら  
な る ビ ー ド タ イ プ の シ ー ル 部 ２ ０ は 、 テ ー パ ー 筒 状 に 形 成 さ れ た い わ ゆ る リ ッ プ タ イ プ の  
従 来 の シ ー ル 部 と は 全 く 異 な る 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 頂 部 ２ １ と 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ と 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ と を 含 ん で  
構 成 さ れ 、 全 体 と し て 円 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 径 方  
向 内 側 に 頂 部 ２ １ を 有 し た 概 ね 山 形 の 断 面 を 有 し て 本 体 部 １ ０ の 周 方 向 （ 軸 線 Ｘ 回 り ） の  
全 体 に 亘 っ て 細 長 く 伸 び て い る 。 シ ー ル 部 ２ ０ の 内 径 は 、 ガ ス ケ ッ ト １ が 所 定 の 締 め 代 で  
弾 性 変 形 す る よ う に 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 外 径 よ り 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 頂 部 ２ １ は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 当 接 す る 部 分 で あ り 、 隆  
起 し た 山 の 頂 の 部 分 で も あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 頂 部 ２ １ は 滑 ら か に 湾 曲 し て お り 、 第 １  
傾 斜 面 ２ ２ と 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ と の 間 を 滑 ら か に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ は 、 概 ね 山 形 の 断 面 の シ ー ル 部 ２ ０ に お け る 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ 側  
（ つ ま り 、 シ ー ル 部 ２ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 先 端 側 ） の 斜 面 で あ る 。 換 言 す  
る と 、 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ は 、 頂 部 ２ １ か ら 先 端 面 １ １ 側 に 向 か う ほ ど 軸 部 材 ２ ０ ０ の 小 径 部  
２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 径 方 向 に 離 れ る よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ は 、 シ ー ル 部 ２ ０ に お け る 本 体 部 １ ０ の 後 端 面 １ ２ 側 （ つ ま り 、 シ ー ル  
部 ２ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て の 後 側 ） の 斜 面 で あ る 。 換 言 す る と 、 第 ２ 傾 斜 面 ２  
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３ は 、 頂 部 ２ １ か ら 後 端 面 １ ２ 側 に 向 か う ほ ど 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 径  
方 向 に 離 れ る よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 中 実 の 概 ね 山 形 の 断 面 を 有 し て い る 。 詳 し く は 、 突 条 の  
シ ー ル 部 ２ ０ は 、 軸 線 Ｘ の 延 伸 方 向 に つ い て 頂 部 ２ １ の 両 側 に そ れ ぞ れ 広 が っ た 斜 面 （ 第  
１ 傾 斜 面 ２ ２ 及 び 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ ） を 有 し た 中 実 の 断 面 を 有 し 、 頂 部 ２ １ を 中 心 と し て 軸  
線 Ｘ の 延 伸 方 向 に 所 定 の 幅 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 突 条 の シ ー ル 部 ２ ０ は 、 弾 性 変 形  
し 易 く 不 安 定 な 従 来 の リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 と 比 較 す る と 、 形 状 が 比 較 的 に 安 定 し 本 体  
部 １ ０ に 対 し て 比 較 的 に 安 定 し て 支 持 さ れ る 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る シ ー ル 部 ２ ０ よ り 挿 入 方 向 Ｖ  
１ に つ い て 後 方 （ 後 端 面 １ ２ 側 ） の 部 分 で あ る 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周  
面 １ ４ に お け る シ ー ル 部 ２ ０ よ り 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ い て 前 方 （ 先 端 面 １ １ 側 ） の 部 位 で あ  
る 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ に 対 し て 、 径 方 向 の 内 側 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 後 方 内 周 面 部 １  
４ ａ の 内 径 が 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ の 内 径 よ り 小 さ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 後 方 内 周 面 部 １ ４  
ａ 及 び 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ は 互 い に 平 行 に 延 び 且 つ 軸 部 材 ２ ０ ０ （ 小 径 部 ２ ０ １ ） の 外 周  
面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 平 行 に 延 び る 円 筒 面 か ら な っ て い る 。 そ し て 、 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ と  
頂 部 ２ １ と の 間 が 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ に よ っ て 接 続 さ れ 、 頂 部 ２ １ と 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ と の  
間 が 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ と 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ と の  
接 続 部 分 は 滑 ら か に 湾 曲 し 、 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ と 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ と の 接 続 部 分 も 滑 ら か  
に 湾 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ て 組 付 け ら れ る 際 の 状 態 に つ い て 、 図 ３ を  
参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 弾 性 変 形 に つ い て 説 明 す る た め の 概 念 図 で あ  
り 、 図 ３ （ ａ ） は ガ ス ケ ッ ト １ の 組 付 け 前 （ 装 着 前 ） の 状 態 を 示 し 、 図 ３ （ ｂ ） は ガ ス ケ  
ッ ト １ の 組 付 け 後 （ 装 着 後 ） の 状 態 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 状 態 で は 、 内  
部 空 間 Ｓ １ の 圧 力 は 大 気 領 域 Ｓ ２ の 圧 力 と 同 程 度 で あ る も の と す る 。 ま た 、 図 の 簡 略 化 の  
た め 、 補 強 環 ３ ０ は 図 示 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 作 業 者 等 は 、 ガ ス ケ ッ ト １ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ 内 に 挿 入 し て 組 付 け る た め  
、 ガ ス ケ ッ ト １ の 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ を 軸 部 材 ２ ０ ０ の 円 環 状 端 面 ２ ０ ３ に 対 向 さ せ  
る 。 こ の 時 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 一 端 面 １ ０  
２ に お け る 軸 孔 １ ０ １ の 一 端 側 の 開 口 か ら な る 挿 入 口 の 近 傍 に 位 置 し て い る 。 こ の 状 態 で  
、 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 図 示 を 省 略 さ れ た 治 具 に よ っ て 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 側 （ 図 で は 上 側 ）  
か ら 他 端 側 （ 図 で は 下 側 ） に 向 か っ て 押 圧 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ （ ａ ） に 実 線 で 示 さ  
れ た ガ ス ケ ッ ト １ の よ う に 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ 内 に 白 抜 き  
矢 印 で 示 す よ う に 軸 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か う 挿 入 方 向 Ｖ １ で 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 軸 孔 １ ０ １ 内 へ の 挿 入 の 際 に 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 本 体 部 １ ０ の 先 端 面 １ １ 側 の 部 分 が 先 に  
挿 入 さ れ る （ 押 し 込 ま れ る ） 。 こ の 時 、 本 体 部 １ ０ は 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 に 合 わ せ た 形 状  
に 弾 性 変 形 し 始 め る と 共 に 、 本 体 部 １ ０ の 外 周 面 １ ３ が 軸 孔 １ ０ １ の 内 周 面 に 沿 っ て 摺 動  
す る 。 そ し て 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 最 終 的 に 治 具 に よ っ て 定 ま る 所 定 の 挿 入 深 さ ま で 挿 入 さ れ  
る 。 一 方 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ （ 詳 し く は 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ ） は 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外  
周 面 ２ ０ １ ａ に 接 触 し て い な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ が 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 所 定 の 挿 入 深 さ ま で 挿 入 さ れ  
た 後 に 、 軸 部 材 ２ ０ ０ が 図 示 を 省 略 さ れ た 治 具 に よ っ て 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に ガ ス ケ ッ ト  
１ の 挿 入 方 向 Ｖ １ と 反 対 の 挿 入 方 向 Ｖ ２ で 押 圧 さ れ て 挿 入 さ れ 始 め る 。 軸 部 材 ２ ０ ０ が 更  
に 挿 入 さ れ る と 、 図 ３ （ ａ ） に 破 線 で 示 す よ う に 小 径 部 ２ ０ １ の 先 端 面 側 の Ｒ 形 状 で 面 取  
り さ れ た 角 部 が シ ー ル 部 ２ ０ の 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ に 当 接 す る 。 そ し て 、 図 ３ （ ａ ） に 破 線 で  
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示 す 状 態 か ら 、 軸 部 材 ２ ０ ０ が 更 に 深 く 挿 入 さ れ る と 、 ガ ス ケ ッ ト １ の シ ー ル 部 ２ ０ が 弾  
性 変 形 し 始 め る 。 詳 し く は 、 こ の 挿 入 の 過 程 に お い て 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 第 １ 傾 斜 面 ２ ２ に  
お け る 小 径 部 ２ ０ １ と の 接 触 箇 所 Ｃ の 位 置 が 徐 々 に 頂 部 ２ １ 側 に 近 づ く 。 そ の 結 果 、 軸 部  
材 ２ ０ ０ が 挿 入 さ れ る ほ ど 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 径 方 向 外 側 へ の 締 め 代 （ 圧 縮 量 ） が 増 加 し 、  
シ ー ル 部 ２ ０ が 徐 々 に 径 方 向 外 側 に 押 し 潰 さ れ る と 共 に 後 端 面 １ ２ 側 （ 挿 入 方 向 Ｖ １ に つ  
い て 後 側 ） に 歪 む よ う に 押 圧 さ れ て 、 シ ー ル 部 ２ ０ を 含 む 部 分 が 扁 平 に 弾 性 変 形 す る 。 シ  
ー ル 部 ２ ０ の 径 方 向 外 側 へ の 締 め 代 は 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面  
２ ０ １ ａ の 位 置 に 到 達 す る ま で 増 加 す る 。 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周  
面 ２ ０ １ ａ の 位 置 （ シ ー ル 面 の 位 置 ） に 到 達 し た 後 、 軸 部 材 ２ ０ ０ は 更 に 深 く 挿 入 さ れ る  
。 そ し て 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 軸 部 材 ２ ０ ０ は 最 終 的 に 治 具 に よ っ て 定 ま る 位 置 ま  
で 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 環 状 隙 間 Ｇ へ の 組 付 け が 完 了 す る 。 こ の シ ー  
ル 部 ２ ０ の 弾 性 変 形 の 過 程 に お い て 、 ガ ス ケ ッ ト １ の シ ー ル 部 ２ ０ は い わ ゆ る Ｏ リ ン グ と  
同 様 に 概 ね 径 方 向 外 側 に 圧 縮 さ れ て 扁 平 に 弾 性 変 形 し 、 シ ー ル 部 ２ ０ が 概 ね 意 図 し た 位 置  
・ 範 囲 （ シ ー ル 面 ） 及 び 形 状 で 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 密 着 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 組 付 け 過 程 （ 詳 し く は 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 の 過 程 ） に お い て 、 軸  
部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 に 必 要 な 挿 入 荷 重 の 大 き さ は 、 挿 入 初 期 段 階 か ら 徐 々 に 高 く な っ て 所 定  
の 最 大 挿 入 荷 重 に 達 し た 後 、 所 定 の 中 間 値 ま で 徐 々 に 低 下 す る 。 挿 入 に 必 要 な 挿 入 荷 重 の  
大 き さ が 所 定 の 中 間 値 ま で 低 下 し た 後 は 、 挿 入 深 さ が 深 く な っ て も 、 挿 入 に 必 要 な 挿 入 荷  
重 の 大 き さ は 変 化 せ ず に 概 ね 中 間 値 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に よ る ガ ス ケ ッ ト １ に よ れ ば 、 シ ー ル 部 ２ ０ は 突 条 か ら な る 、 い わ ゆ る ビ ー  
ド タ イ プ で あ る た め 、 弾 性 変 形 し 易 く 不 安 定 な 従 来 の リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 と 比 較 す る  
と 、 形 状 が 比 較 的 に 安 定 し 本 体 部 １ ０ に 対 し て 比 較 的 に 安 定 し て 支 持 さ れ る 構 造 を 有 し て  
い る 。 そ の た め 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 弾 性 変 形 の 過 程 に お い て 、 シ ー ル 部 ２ ０ が 概 ね 意 図 し た  
位 置 ・ 範 囲 （ シ ー ル 面 ） 及 び 形 状 で 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 密 着 す る 。 し た が っ  
て 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 意 図 す る シ ー ル 面 （ つ ま り 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ  
） に 確 実 に 当 接 し 、 そ の 結 果 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ の シ ー ル 面 か ら の 脱 落 が 確 実 に 防  
止 さ れ る 。 そ し て 、 従 来 の リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 を 有 す る ガ ス ケ ッ ト で 起 こ り 得 る 組 付  
け 作 業 の や り 直 し が 低 減 又 は な く な り 、 組 付 け 作 業 の 工 数 が 低 減 さ れ 得 る 。 こ の よ う に し  
て 、 環 状 隙 間 Ｇ に 容 易 に 組 付 け ら れ る こ と が 可 能 な ガ ス ケ ッ ト １ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 部 １ ０ 内 に 、 補 強 環 ３ ０ が 埋 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 本 体 部  
１ ０ が 安 定 し て 支 持 さ れ 、 そ の 結 果 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 支 持 が 安 定 化 さ れ て 、 シ ー ル 部 ２ ０  
の 弾 性 変 形 も 安 定 す る 。 し た が っ て 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ の シ ー ル 面 か ら の 脱 落 が よ  
り 確 実 に 防 止 さ れ 、 組 付 け 作 業 の 工 数 が 効 果 的 に 低 減 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の ガ ス ケ ッ ト １ と 比 較 す る た め の 参 考 の ガ ス ケ ッ ト Ｚ の 部  
分 断 面 図 で あ る 。 参 考 の ガ ス ケ ッ ト Ｚ で は 、 そ の シ ー ル 部 ２ ０ ’ の 形 状 の み が ガ ス ケ ッ ト １  
の シ ー ル 部 ２ ０ と 異 な っ て い る 。 参 考 の ガ ス ケ ッ ト Ｚ で は 、 シ ー ル 部 ２ ０ ’ は 従 来 と 同 様 に  
テ ー パ ー 筒 状 の リ ッ プ タ イ プ で あ る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 の よ う に ガ ス ケ ッ ト Ｚ の 挿 入 方  
向 Ｖ １ と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 方 向 Ｖ ２ が 互 い に 逆 向 き の 場 合 に は 、 こ の 参 考 の ガ ス ケ ッ ト  
Ｚ の 組 付 け の 際 の 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 を 考 慮 す る と 、 テ ー パ ー 筒 状 の シ ー ル 部 ２ ０ ’ の 先 端  
部 が 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 方 向 Ｖ ２ の 先 端 側 、 つ ま り 、 図 ４ で は 上 側 に 向 く よ う に 、 ガ ス ケ  
ッ ト Ｚ を 配 置 す る 必 要 が あ る 。 そ の 結 果 、 Ｃ Ｖ Ｔ の 作 動 時 な ど に お い て 、 内 部 空 間 Ｓ １ の  
圧 力 が 大 気 領 域 Ｓ ２ の 圧 力 よ り 高 く な る と 、 こ の 参 考 の ガ ス ケ ッ ト Ｚ で は 、 内 部 空 間 Ｓ １  
の 圧 力 に よ っ て 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 全 体 が 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ か ら 離 れ る 方 向 （  
図 中 点 線 矢 印 で 示 す 方 向 ） に 変 形 し 得 る 。 そ し て 、 こ の 変 形 が 過 度 に 進 ん で 、 シ ー ル 部 ２  
０ の 先 端 部 が 外 周 面 ２ ０ １ ａ か ら 完 全 に 離 れ る と 、 内 部 空 間 Ｓ １ 内 の 密 封 対 象 の 流 体 が 大  
気 領 域 Ｓ ２ に 吹 き 抜 け て 漏 れ 出 る お そ れ が あ る 。 つ ま り 、 リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 ２ ０ ’ が  
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採 用 さ れ た 場 合 に は 、 ガ ス ケ ッ ト の 組 付 け の 際 に 、 上 下 の 方 向 性 が あ り 、 組 付 け 方 向 （ 挿  
入 方 向 ） に つ い て 制 約 を 受 け る こ と に な り 、 そ の 結 果 、 上 述 し た 吹 き 抜 け の 問 題 が 生 じ 得  
る 。 こ の 点 、 本 実 施 形 態 に お け る ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 ビ ー ド タ イ プ の シ ー ル 部 ２ ０ が 採 用  
さ れ て い る た め 、 組 付 け の 際 の 上 下 の 方 向 性 は 基 本 的 に は な い 上 、 軸 線 Ｘ の 延 伸 方 向 の 力  
（ つ ま り 内 部 空 間 Ｓ １ の 圧 力 ） が 作 用 す る こ と に 起 因 し た 弾 性 変 形 は 極 僅 か で あ る 。 そ の  
結 果 、 本 実 施 形 態 の ガ ス ケ ッ ト １ に よ れ ば 、 内 部 空 間 Ｓ １ の 圧 力 に 起 因 す る 上 述 し た 吹 き  
抜 け の 現 象 が 発 生 す る こ と を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 変 形 例 ］
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ は 湾 曲 し た 面 で あ る も の と し た が 、 こ  
れ に 限 ら な い 。 例 え ば 、 図 示 を 省 略 す る が 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の  
外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 平 行 に 伸 び 且 つ 平 坦 な 面 か ら な る も の と し て も よ い 。 こ れ に よ り  
、 シ ー ル 部 ２ ０ に お け る 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 接 触 す る 領 域 の 軸 線 Ｘ 方 向 の 幅  
（ つ ま り 、 シ ー ル 幅 ） が 十 分 に 大 き く 確 保 さ れ 、 シ ー ル 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  
ま た 、 こ の シ ー ル 幅 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 シ ー ル 性 能 や 最 大 挿 入 荷 重 が 容 易 に 微 調 整  
さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 ガ ス ケ ッ ト １ の シ ー ル 部 ２ ０ は そ れ 自 体 の 形 状 が 比 較 的 に 安 定 し て い る 突 条 （  
つ ま り ビ ー ド タ イ プ ） で あ る た め 、 従 来 の リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 ２ ０ と 比 較 す る と 、 ガ  
ス ケ ッ ト １ を 環 状 隙 間 Ｇ へ 挿 入 す る た め の 最 大 挿 入 荷 重 が リ ッ プ タ イ プ の 場 合 の 最 大 挿 入  
荷 重 よ り 高 く な る 場 合 が あ る 。 こ の 点 に つ い て は 、 以 下 の 図 ５ ～ 図 ９ に 示 す 変 形 例 に 係 る  
ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 以 下 で 詳 述 す る 工 夫 が 施 さ れ て い る 、 つ ま り 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿  
入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 に 、 剛 性 の 低 い 弱 点 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 詳 し く は 、 図 ５ に 示 す 変 形 例 の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る 後  
方 内 周 面 部 １ ４ ａ は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ に 対 し て 、 径  
方 向 の 外 側 に 位 置 し て い る と 共 に 、 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ が 大 径 の 円 錐 面 と し て 形 成 さ れ て  
前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ に 対 し て 平 行 で は な い 。 こ の よ う に 、 図 ５ に 示 す ガ ス ケ ッ ト １ に お い  
て は 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 が 径 方 向 外 側 に 大 き く 凹 ん で お り 、  
こ の 部 分 が 弱 点 部 と し て 機 能 し て い る 。 つ ま り 、 こ の 大 き く 凹 ん だ 部 分 は 、 ガ ス ケ ッ ト １  
を 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 す る た め の 最 大 挿 入 荷 重 を 低 減 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。 ま た 、 図 ５  
で は 、 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ は 途 中 で 屈 曲 し て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 全 体 と し て 直 線 的 に 延 び  
て い て も よ い 。 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の  
外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 平 行 に 伸 び 且 つ 平 坦 な 面 か ら な る も の と し て も よ い 。 こ れ に よ り  
、 シ ー ル 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ に 示 す 変 形 例 の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 図 ５ 及 び 図 ６ と 同 様 に 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４  
に お け る 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ は 、 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ に お け る 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ に  
対 し て 、 径 方 向 の 外 側 に 位 置 し て い る 。 そ し て 、 こ の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 後 方 内 周 面 部 １  
４ ａ 及 び 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ は 、 互 い に 平 行 に 伸 び 且 つ 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に  
対 し て 平 行 で あ る 。 つ ま り 、 図 ７ に 示 す ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向  
Ｖ １ に つ い て の 後 側 の 部 分 を 径 方 向 外 側 に 大 き く 凹 ま せ て 、 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ を 大 径 の  
円 筒 面 と し て 形 成 す る こ と に よ っ て 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 に 、  
剛 性 の 低 い 弱 点 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す 変 形 例 の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 図 ６ の 変 形 例 の 特 徴 と 図 ７ の 変 形 例 の 特  
徴 の 双 方 が 備 え ら れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ８ の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 図 ６ と 同 様 に 、 シ ー ル  
部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 平 行 に 伸 び 且 つ 平 坦 な 面 か  
ら な っ て い る 。 さ ら に 図 ８ の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 図 ７ と 同 様 に 、 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ 及 び  
前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ は 互 い に 平 行 に 伸 び 且 つ 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 対 し て 平 行  
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な 円 筒 面 で あ り 、 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ は 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ よ り も 相 対 的 に 大 径 で あ る 。  
こ の よ う な 形 態 で は 、 平 坦 面 か ら な る シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ に よ り シ ー ル 性 能 の 向 上 を  
図 る と と も に 、 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ よ り も 相 対 的 に 大 径 の 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ に よ り 環 状  
隙 間 Ｇ へ ガ ス ケ ッ ト １ を 挿 入 す る 際 の 最 大 挿 入 荷 重 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ９ に 示 す 変 形 例 の ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 本 体 部 １ ０ の 後 端 面 １ ２ に 溝 部 １ ５ を 形 成 す る  
こ と に よ っ て 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 に 、 剛 性 の 低 い 弱 点 部 が 設  
け ら れ て い る 。 詳 し く は 、 図 ９ に 示 す ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 後 端 面 １ ２ は 、 径 方 向 の 外 側 端  
面 部 １ ２ ａ と 径 方 向 の 内 側 端 面 部 １ ２ ｂ と か ら な っ て い る 。 外 側 端 面 部 １ ２ ａ 及 び 内 側 端  
面 部 １ ２ ｂ は そ れ ぞ れ 平 坦 な 円 環 状 の 面 と し て 形 成 さ れ て い る 。 外 側 端 面 部 １ ２ ａ と 内 側  
端 面 部 １ ２ ｂ と の 間 に は 、 段 差 が 形 成 さ れ て お り 、 内 側 端 面 部 １ ２ ｂ が 先 端 面 １ １ 側 に 寄  
せ ら れ て い る 。 本 体 部 １ ０ の 後 端 面 １ ２ と し て の 外 側 端 面 部 １ ２ ａ 及 び 内 側 端 面 部 １ ２ ｂ  
の 全 体 を 、 後 端 面 部 と 呼 ぶ こ と も で き る 。 そ し て 、 溝 部 １ ５ は 、 本 体 部 １ ０ の 外 周 面 １ ３  
と 本 体 部 １ ０ の 内 周 面 １ ４ （ 詳 し く は 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ ） と の 間 に 位 置 し 、 且 つ 、 後 端  
面 １ ２ で 周 方 向 全 体 に 亘 っ て 凹 ん だ 部 分 で あ る 。 具 体 的 に は 、 溝 部 １ ５ は 、 後 端 面 （ 後 端  
面 部 ） １ ２ に お け る 外 側 端 面 部 １ ２ ａ と 内 側 端 面 部 １ ２ ｂ と の 間 の 境 界 部 分 （ 段 差 部 分 ）  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 図 ５ ～ 図 ９ に 示 し た ガ ス ケ ッ ト １ で は 、 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １  
の 後 側 の 部 分 の 剛 性 が 意 図 的 に 低 く 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 過 程  
に お い て 、 本 体 部 １ ０ に お け る 大 き く 凹 ん だ 部 分 （ 図 ５ ～ 図 ８ 参 照 ） や 溝 部 １ ５ （ 図 ９ 参  
照 ） を 含 む 部 分 が 弱 点 部 と し て 機 能 し て 扁 平 に 弾 性 変 形 し 、 シ ー ル 部 ２ ０ 自 体 の 弾 性 変 形  
に 基 づ く シ ー ル 部 ２ ０ か ら 軸 部 材 ２ ０ ０ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 作 用 す る 反 力 の 大 き さ が 低 下  
す る 。 し た が っ て 、 シ ー ル 部 ２ ０ の 頂 部 ２ １ が 概 ね 小 径 部 ２ ０ １ の 外 周 面 ２ ０ １ ａ の 位 置  
に 到 達 し た 後 に お い て 、 本 体 部 １ ０ の 挿 入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 に お け る シ ー ル 部 ２ ０ に  
対 す る 支 持 力 が 弱 く な っ て い る 。 詳 し く は 、 シ ー ル 部 ２ ０ に お け る 第 ２ 傾 斜 面 ２ ３ を 含 む  
部 分 を 支 持 す る 本 体 部 １ ０ に お け る 挿 入 方 向 Ｖ １ の 後 側 の 部 分 の 支 持 力 （ 剛 性 ） が 弱 く な  
っ て い る 。 そ の た め 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 過 程 に お い て 、 シ ー ル 部 ２ ０ か ら 軸 部 材 ２ ０ ０  
の 外 周 面 ２ ０ １ ａ に 作 用 す る 反 力 の 大 き さ が 低 下 し 、 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 過 程 の 際 の 最 大  
挿 入 荷 重 が 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 弱 点 部 を 有 さ な い 場 合 の 最 大 挿 入 荷 重 よ り 低 く な っ て い る  
。 そ の 結 果 、 リ ッ プ タ イ プ の シ ー ル 部 の 場 合 と 同 程 度 の 最 大 挿 入 荷 重 が 設 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 図 示 を 省 略 す る が 、 図 ９ に 示 す 変 形 例 の ガ ス ケ ッ ト １ に お い て 、 後 方 内 周 面 部 １  
４ ａ が 前 方 内 周 面 部 １ ４ ｂ に 対 し て 径 方 向 の 外 側 に 位 置 し 、 こ の 後 方 内 周 面 部 １ ４ ａ と 補  
強 環 ３ ０ の 円 筒 部 ３ １ の 内 周 面 と の 間 に 溝 部 １ ５ が 設 け ら れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 最 大  
挿 入 荷 重 が よ り 効 果 的 に 低 下 し 得 る 。 ま た 、 図 ９ に 示 す ガ ス ケ ッ ト １ に お い て 、 後 端 面 １  
２ に 段 差 部 分 が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 段 差 部 分 は 形 成 さ れ な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 記 の 説 明 で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ が ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ に 挿 入 さ れ た 状  
態 で 、 軸 部 材 ２ ０ ０ が ガ ス ケ ッ ト １ 内 に 挿 入 さ れ る こ と で 、 ガ ス ケ ッ ト １ が ハ ウ ジ ン グ １  
０ ０ と 軸 部 材 ２ ０ ０ と の 間 の 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ て い る も の と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、  
ハ ウ ジ ン グ １ ０ ０ の 軸 孔 １ ０ １ に 軸 部 材 ２ ０ ０ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 ガ ス ケ ッ ト １ が 環 状  
隙 間 Ｇ に 挿 入 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 に お け る ガ ス ケ ッ ト １ を 環 状 隙 間 Ｇ に 挿 入 す る 際 の  
最 大 挿 入 荷 重 は 、 軸 部 材 ２ ０ ０ に つ い て の 上 記 最 大 挿 入 荷 重 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 ま た  
、 ガ ス ケ ッ ト １ の 挿 入 方 向 Ｖ １ と 軸 部 材 ２ ０ ０ の 挿 入 方 向 Ｖ ２ は 同 じ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 の 説 明 で は 、 ガ ス ケ ッ ト １ は 補 強 環 ３ ０ を 有 す る も の と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 補  
強 環 ３ ０ を 有 さ な く て も よ い 。 こ の 場 合 、 補 強 環 ３ ０ に 相 当 す る 部 分 は 、 例 え ば 、 本 体 部  
１ ０ と 同 材 料 の 部 材 で 本 体 部 １ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ 得 る 。 ま た 、 ガ ス ケ ッ ト １ の 装 着 対 象  
で あ る 機 械 は 、 Ｃ Ｖ Ｔ に 限 ら ず 、 ハ ウ ジ ン グ と ハ ウ ジ ン グ 内 に 少 な く と も 一 部 が 挿 入 さ れ  
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た 軸 部 材 と の 間 に 環 状 隙 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 環 状 隙 間 を 密 封 す る 必 要 が あ る 機 械 で あ れ ば  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に つ い て 幾 つ か 説 明 し た が 、 本 発 明 は  
上 記 実 施 形 態 及 び 上 記 変 形 例 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に 基 づ い て  
種 々 の 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 は 、 環 状 隙 間 へ の ガ ス ケ ッ ト の 組 付 け を 容 易 に す る の に 有 用 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ … ガ ス ケ ッ ト 、 １ ０ … 本 体 部 、 １ ２ … 本 体 部 の 後 端 面 、 １ ４ … 本 体 部 の 内 周 面 、 １ ４ ａ  
… 後 方 内 周 面 部 、 １ ４ ｂ … 前 方 内 周 面 部 、 １ ５ … 溝 部 、 ２ ０ … シ ー ル 部 、 ２ １ … シ ー ル 部  
の 頂 部 、 １ ０ ０ … ハ ウ ジ ン グ 、 ２ ０ ０ … 軸 部 材 、 ２ ０ １ ａ … 軸 部 材 の 外 周 面 、 Ｇ … 環 状 隙  
間 、 Ｖ … 挿 入 方 向 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】



10

JP 7657253 B2 2025.4.4(15)

フロントページの続き

(72)発明者　 秋山  明弘
静岡県牧之原市地頭方５９０－１  ＮＯＫ株式会社内

(72)発明者　 内山  正芸
静岡県牧之原市地頭方５９０－１  ＮＯＫ株式会社内

審査官　 後藤  健志
(56)参考文献 特開昭５９－１０６７６４（ＪＰ，Ａ）

米国特許第０６５７５４７１（ＵＳ，Ｂ１）
実開昭６１－００４０９２（ＪＰ，Ｕ）
特開平０５－０５２２８３（ＪＰ，Ａ）
特開平０７－１５８７８０（ＪＰ，Ａ）
特開２００２－１８８７６８（ＪＰ，Ａ）
特表２０１０－５３３８２７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１５－１９７１７６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－１４１５２１（ＪＰ，Ａ）
米国特許第６００３８７２（ＵＳ，Ａ）
特開２００１－８２６５０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ１６Ｊ    １５／１０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

